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１２９ 二人のボディーガード《聖マタイの召命》 

        ２０２４・２０２５改訂版 

             真鍋友範 

 

       
     《聖マタイの召命》１５９９−１６００ カラヴァッジョ 

 

１ 二人の若者は、何故そこに居る 

この疑問のヒントは、隣に座る髭男の職業にある。 

 

髭男の帽子には、コインが見える。 

 

つまり、順当に考えれば、コインはこの男の職業が両替商であることを暗示す

るサインなのだ。 

当然、金融業者であることにより、裕福な人物である髭男は、税金も大金とな

る為、暴漢から襲われないように、身の安全に気を配る必要がある。 

 

そこで必要となるのは、ボディーガードだ。 
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ボディーガードに必要なものは、武器だ。そうなのだ、二人は当然のように、

腰に剣を携えている。 

 

帽子をかぶっているのは、両替商の髭男と共に、外部からこの空間に来た人物

たちであるからだ。 

 

向う側の若い男の腰の剣は見えないが、当然腰には剣を携えているだろう。 

 

二人は、職業柄から、イエスたちの入室に対し、いち早く気付いている。 

 

周囲に気を配る必要がある為、二人のボディーガードは向かい合って座るこ

とによって、死角の解消を計っている。 

 

カラヴァッジョによって計画された、実に計算されたリアリズム配置だ。 
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眼鏡の聖マタイトップページへ 

https://renaissance-baroque.art/128.pdf
https://renaissance-baroque.art/130.pdf
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